
天
台
智
顎
（
五
三
八
’
五
九
七
）
の
教
学
の
中
心
的
な
観
念
の
一
つ
で

あ
る
三
諦
説
の
成
立
を
論
じ
、
ま
た
三
諦
と
い
う
観
点
か
ら
彼
の
哲
学
や

仏
法
理
解
の
基
本
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
本
書
は
、
著
者
ポ
ー
ル
・

ス
ワ
ン
ソ
ン
（
句
ｐ
巳
の
弓
ゅ
ロ
の
○
口
）
博
士
が
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
ベ
ー
ス
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
本
学
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
と
は
過
去
十
数
年
来
、
真
宗
学
、

仏
教
学
を
は
じ
め
と
す
る
学
術
提
携
の
公
的
な
関
係
を
結
び
、
交
流
を
重

ね
て
き
た
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
か
ら
は
既
に
い
く
人
か
の
若
い
研
究

者
た
ち
が
研
修
員
と
し
て
本
学
に
迎
え
ら
れ
、
本
学
で
学
ん
で
き
て
い
る
。

著
者
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
の
博
士
課
程
を
終
え

た
後
、
一
九
八
三
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
り
本
学
で
博
士
論
文
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
両
大
学
の
交
流
が
も
た
ら
し
た

成
果
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
著
者
は
現
在
、
南
山
大
学
の
助
教
授

の
職
に
あ
る
。
ま
た
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
の
所
員
で
あ
り
、
《
《
宕
冨
‐

ロ
の
の
①
］
○
口
目
巴
旦
詞
里
狩
旨
吊
陣
巨
日
①
の
こ
誌
の
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
評
者
は
本
学
に
お
い
て
、
こ
の
若
い
ア
メ
リ
カ
の
天
台

甸
四
巳
伊
．
、
急
目
吊
○
貝

甸
○
口
画
口
胃
さ
ロ
の
呉
昌
望
庸
早
目
》
巴
甸
三
さ
の
○
耳
ご

Ｉ
、
目
の
国
。
言
①
冒
凋
具
昏
①
艮
吾
。

目
Ｈ
巨
詳
毎
ｍ
目
己
①
日
ぐ
冒
○
匡
口
腸
①
国
巨
Ｑ
ａ
ぽ
ぢ
日
Ｉ

山
野
俊

郎

学
研
究
者
と
共
に
学
ぶ
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
者
で
あ
り
、
あ
る
輪

読
会
で
共
に
『
摩
訶
止
観
』
を
読
ん
だ
頃
が
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
欧
米
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
天
台
智
顎
の
教
学
に

関
す
る
研
究
害
と
し
て
、
ま
ず
レ
オ
ン
・
ハ
ー
ヴ
ィ
ッ
（
Ｆ
①
○
口
国
貝
ぐ
胃
）

博
士
の
労
作
《
６
ミ
ミ
（
笛
や
芭
己
崖
薑
冒
ご
・
§
§
。
薑
苛
誉
ド
ミ

ミ
ミ
ミ
§
の
旦
宮
ｇ
雪
嚥
馬
ｍ
貴
き
営
旨
。
き
》
』
（
患
鳶
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
三
十
年
近
く
も
前
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
書
物
は
智
顎
教
学

を
も
っ
ぱ
ら
、
い
わ
ゆ
る
五
時
八
教
の
シ
ス
テ
ム
に
従
っ
て
論
ず
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
近
年
、
チ
ャ
・
ヘ
ル
（
ワ
・
弓
．
。
ｇ
層
呂
）
教
授
を
中
心

と
す
る
ハ
ワ
イ
の
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
『
天
台
四
教
儀
」
の
英
訳
本
で

あ
る
《
【
弓
誌
ご
’
弓
§
国
貫
き
房
冒
恥
崔
草
蓉
○
ミ
罰
ミ
ミ
善
恥
蜀
。
一
一
員
。
ミ

目
。
§
ミ
鳧
陶
・
』
（
己
路
）
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
天
台
教
判
（
五

時
八
教
）
に
関
す
る
著
作
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
欧
米
に
お
い

て
は
、
智
顎
も
し
く
は
天
台
の
思
想
が
五
時
八
教
の
教
判
説
に
も
と
づ
い

て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
に
対
し
て
著
者

は
、
天
台
の
五
時
八
教
の
教
判
は
現
代
に
あ
っ
て
は
単
に
学
問
的
な
、
あ

る
い
は
歴
史
的
な
関
心
を
引
く
も
の
で
し
か
な
く
、
い
く
分
硬
直
し
た
時

代
遅
れ
の
過
去
の
遺
物
と
い
っ
た
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
す
る
。
一
方
、
三
諦
の
教
説
こ
そ
が
天
台
仏
教
に
生
気
を
甦
ら
せ
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
代
に
生
き
る
我
わ
れ
は
よ
り
容
易
に
天

台
仏
教
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
と
述
べ
、
そ
れ
が

キ
ー

〃
天
台
仏
教
へ
の
鍵
″
で
あ
る
と
す
る
（
印
①
厨
。
①
）
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
著
者
は
智
顎
の
三
諦
説
に
注
目
し
、
本
書
に
お
い
て
ま
ず
智
顎
以
前

の
二
諦
説
解
釈
の
展
開
を
論
じ
、
そ
れ
に
基
づ
き
彼
の
三
諦
説
の
本
質
に
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迫
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
害
に
お
い
て
論
証
し
よ
う
と
し
た
命
題
と
し
て
、
著
者
は
五

項
目
を
挙
げ
て
い
る
（
十
六
’
十
七
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。仰
智
顎
は
『
中
論
』
第
二
十
四
章
の
第
十
八
偶
（
「
衆
因
縁
生
法
、

我
説
即
是
空
、
亦
為
是
仮
名
、
亦
是
中
道
義
」
）
を
三
諦
と
関
連
さ

せ
て
解
釈
し
た
が
、
こ
れ
は
龍
樹
の
著
作
や
中
観
哲
学
の
原
意
を
誤

解
し
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
そ
れ
か
ら
逸
脱
し
た
解
釈
で
も

な
い
。
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
中
観
哲
学
の
、
と
く
に
そ
の
二
諦
説
の
、

諭
旨
を
よ
く
展
開
さ
せ
る
た
め
の
有
効
な
工
夫
で
あ
っ
た
、
と
い
う

》
」
Ｌ
」
Ｏ

③
中
国
固
有
の
哲
学
に
由
来
す
る
「
有
」
と
「
無
」
と
い
う
暖
昧
で

誤
解
さ
れ
や
す
い
用
語
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け

る
二
諦
論
議
は
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
智
顎
の
三
諦
説

は
そ
の
よ
う
な
二
諦
論
議
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
中
で
成
立
し
た
も
の

で
あ
り
、
彼
は
空
、
仮
、
中
の
三
種
の
概
念
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
有
無
の
二
元
論
を
克
服
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

③
存
在
論
（
○
具
ｇ
ｏ
喝
）
へ
の
中
観
仏
教
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
言
葉

で
表
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
智
頷
の
三
諦
説
は
そ
の
最
も
良

い
例
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
「
中
国
の
中
観
派
」
ｏ
亘
。
の
、
①
冒
目
ご
色
‐

且
函
）
と
称
さ
れ
る
三
論
宗
の
伝
統
と
同
様
に
、
天
台
哲
学
は
中
観

仏
教
の
伝
統
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
い
う
る
、
と

い
う
こ
と
。

仙
三
諦
の
概
念
こ
そ
智
韻
の
思
想
と
実
践
の
構
造
を
明
確
に
示
す
も

の
で
あ
る
。
西
洋
に
お
い
て
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
さ
え
も
、
こ
れ

ま
で
天
台
仏
教
は
通
常
い
わ
ゆ
る
五
時
八
教
の
教
判
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
理
解
さ
れ
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
三
諦
説
は
天
台
仏

教
の
内
容
を
そ
れ
よ
り
も
よ
り
い
っ
そ
う
正
確
に
表
現
す
る
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

⑤
存
在
の
真
実
相
と
は
何
か
、
又
そ
れ
を
理
解
し
、
完
全
な
悟
り
を

達
成
す
る
た
め
に
は
何
が
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
問
い

に
対
す
る
智
韻
の
答
え
が
三
諦
説
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
か
ら
派
生

す
る
教
義
や
仏
道
実
践
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
。

次
に
、
本
書
の
全
体
の
構
成
・
内
容
を
知
る
た
め
に
目
次
を
示
せ
ば
、

お
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
章
目
目
昏
冒
弓
耐
ロ
‐
弓
昌
（
天
台
）
己
冨
冒
の
。
且
昌

第
二
章
国
肖
与
冒
目
ご
色
目
房
抄
（
中
観
学
派
）
冒
○
目
昌
四

第
三
章
同
胃
辱
○
国
ロ
。
の
①
シ
ｇ
ｏ
ｑ
嘗
昌
普
舛
儲
（
疑
経
）

第
四
章
目
冨
巨
色
品
（
梁
）
勺
①
昌
昌
（
ｇ
や
割
ご

第
五
章
国
昌
‐
倒
置
目
（
浄
影
寺
慧
遠
）
。
ｍ
同
ロ
昌
巳
名
①
島
四
且
昌
四
‐

ぽ
ぃ
昌
倒
ロ
四
国
目
色
ど
の
目

第
六
章
目
胃
ｇ
・
偽
晶
憩
琴
層
冒
（
『
成
実
論
』
）
印
呂
○
］
胃
の

第
七
章
目
胃
曾
己
ロ
ロ
（
三
論
宗
）
９
筐
旨
①
の

第
八
章
・
巨
軍
具
智
顎
）
》
の
目
胃
の
①
昏
医
目
昌
昏

こ
れ
に
続
い
て
本
書
の
後
半
に
は
、
智
顎
の
『
法
華
玄
義
』
巻
一
下
’
二

下
（
月
館
・
ｇ
５
ｌ
ｇ
ｇ
）
の
英
訳
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
第
一
章
に
お
い
て
は
、
智
顎
の
三
諦
説
の
成
立
の
事
情
が
、

中
観
学
派
（
巨
豊
ご
四
目
盲
）
の
二
諦
説
の
展
開
と
し
て
略
述
さ
れ
て
お
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り
、
ま
た
三
諦
説
が
智
顎
の
諸
教
説
を
貫
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
章
は
本
書
の
序
（
冒
芽
○
号
○
陣
○
口
）
で
あ
る
と
同

時
に
、
本
書
全
体
の
要
約
（
普
日
目
自
己
で
も
あ
る
。

紙
面
の
都
合
上
、
各
章
の
詳
し
い
紹
介
や
論
評
は
割
愛
し
、
次
に
、

『
法
華
玄
義
』
（
巻
一
下
’
二
下
）
の
英
訳
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
訳

文
は
全
般
に
概
ね
適
切
で
あ
り
、
ま
た
読
み
や
す
く
訳
出
さ
れ
て
お
り
、

著
者
の
工
夫
の
あ
と
が
し
の
ば
れ
る
。
ま
た
、
詳
細
な
訳
註
は
研
究
者
に

と
っ
て
有
益
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
と
く
に
前
半
の
部
分
（
本
書
一
五
九
’

一
九
九
頁
、
目
麗
、
＄
旨
‐
＄
ｇ
）
の
英
訳
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
問
題
点

を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
論
じ
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
以
下
、
取
り
上
げ
た

英
語
の
文
章
あ
る
い
は
語
句
の
次
の
（
）
内
は
、
所
訳
の
『
法
華
玄
義
』

の
原
文
及
び
大
正
蔵
経
に
お
け
る
其
の
所
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
問
題

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
傍
線
を
付
し
た
場
合
も
あ
る
。

○
や
］
＄
〕
詞
．
印
旨
貸
Ｏ
Ｑ
ｐ
ｏ
は
Ｏ
ｐ
ｅ
『
嗣
巨
四
口
‐
は
口
巴
罵
置
’
○

原
文
の
英
訳
の
部
分
の
前
に
『
法
華
玄
義
』
全
体
の
目
次
（
９
目
‐

冒
呂
①
口
巴
ぐ
①
○
巨
昌
ロ
①
具
○
○
日
①
具
の
）
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
そ
の
目
次
の
中
の
記
述
で
あ
る
。
『
法
華
玄
義
』
の
冒
頭
部
分
（
目

銘
．
罵
旨
Ｉ
Ｃ
）
で
は
、
灌
頂
（
園
巨
四
口
‐
武
侭
）
に
よ
る
「
私
記
縁
起
」
に

続
い
て
「
序
王
」
、
「
私
序
王
」
、
そ
し
て
「
諏
玄
本
序
」
と
呼
ば
れ
る

三
種
の
序
文
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
灌
頂
が
書
い
た
の
は
「
私

序
王
」
の
み
で
あ
り
、
他
の
二
つ
の
序
文
は
智
顎
自
身
の
も
の
で
あ
る
。

著
者
は
序
文
の
部
分
を
す
べ
て
灌
頂
の
も
の
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

○
や
扇
鋸
一
．
四
１
時
、
①
８
口
具
昏
①
目
黒
冒
鼻
〔
○
ロ
四
国
鼻
①
昼
の
陸
○
ｍ

具
昏
の
Ｆ
ｏ
目
の
普
茸
巴
胃
の
旨
訂
Ｈ
冒
鼻
＆
冒
配
ぐ
①
の
①
○
陸
○
口
の
（
「
別

解
五
章
」
目
麗
．
ｇ
旨
）

こ
こ
に
云
う
「
別
解
五
章
」
（
「
別
し
て
五
章
を
解
す
」
）
と
は
、
訳

文
の
よ
う
に
、
他
の
諸
経
と
は
異
っ
た
『
法
華
経
』
独
自
の
特
質
（
目
‐

鼻
目
鼻
・
富
国
ｇ
①
国
の
武
吊
）
を
五
項
目
に
わ
た
っ
て
解
釈
す
る
と
い
う

よ
う
な
意
味
で
は
な
い
。
厳
密
に
は
、
五
章
（
Ⅱ
Ⅱ
「
五
重
玄
義
」
１
『
法

華
経
』
の
名
・
体
・
宗
・
用
・
教
の
五
）
に
つ
い
て
、
そ
の
二
を
と

Ｏ
ｏ

り
あ
げ
各
別
に
解
釈
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
「
別
解
」

に
対
す
る
「
通
解
」
（
Ｉ
「
七
番
共
解
」
）
と
い
う
語
句
に
関
し
て
著
者
は

註
記
（
註
１
や
閉
じ
の
中
で
《
《
目
胃
胃
稗
の
①
。
陸
○
口
急
勝
○
口
号
①

の
ｇ
Ｈ
８
ｏ
ｇ
３
。
前
Ｈ
目
。
の
旦
昌
自
首
儲
と
解
説
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
正
し
く
な
い
。
こ
こ
に
云
う
「
通
解
」
（
あ
る
い
は
「
共
解
」
）
と

は
、
諸
経
（
昌
呂
茸
Ｐ
の
）
に
共
通
す
る
性
質
を
解
釈
す
る
と
い
う
よ

う
な
意
味
で
は
な
く
、
七
番
（
標
章
・
引
証
・
生
起
等
の
七
項
目
）
の

○
○

各
灸
に
お
い
て
『
法
華
経
』
一
経
の
五
重
玄
義
を
共
通
し
て
解
釈
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
法
華
玄
義
』
巻
第
一
上
に
「
通
〔
解
〕
は
則

ち
七
番
の
共
解
、
別
〔
解
〕
は
則
ち
五
重
の
各
説
な
り
。
：
．
…
衆
経
の

通
別
は
今
は
論
ぜ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
一
経
（
Ｉ
『
法
華
経
』
）
の
通
別

を
今
ま
さ
に
弁
ず
べ
し
」
（
目
路
、
畠
蟹
）
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
通
解
」
と
は
諸
経
に
つ
い
て
の
通
解
で
は
な
く
、
『
法
華
経
』
一
経

に
つ
い
て
の
そ
れ
で
あ
る
。

や
昌
置
息
．
や
Ｉ
己
四
日
目
ロ
の
。
①
冒
号
口
８
具
昏
①
○
国
〔
冒
蔚
Ｈ
胃
①
‐

３
陣
○
ご
印
〕
ゞ
（
「
出
旧
」
目
鵠
》
ｇ
旨
）

こ
こ
に
云
う
「
出
」
と
は
勝
る
、
卓
越
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で

Qワ
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は
な
く
、
単
に
例
出
す
る
、
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
旧
来
の

諸
解
釈
を
例
と
し
て
出
だ
す
（
「
出
旧
解
」
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

○
や
］
急
一
一
．
農
ｌ
閉
叩
昏
の
び
＆
望
○
口
の
厨
８
め
］
印
昏
①
胃
民
①
鼻

画
目
の
ざ
目
旦
９
号
（
「
向
身
是
円
常
之
身
」
目
困
々
＄
旨
）

こ
の
「
向
」
は
向
か
い
合
う
、
直
面
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

昔
、
過
去
の
意
で
あ
り
、
通
常
「
さ
き
」
と
読
ま
れ
る
（
「
向
身
」
Ｉ

「
さ
き
の
身
」
）
。
つ
ま
り
、
こ
の
文
章
は
、
蔵
教
に
お
い
て
示
さ
れ
る

仏
身
（
Ｉ
「
向
身
」
）
が
そ
の
ま
ま
円
教
の
円
常
の
仏
身
で
あ
る
こ
と
を

説
く
も
の
で
あ
る
。

○
や
昌
誇
息
．
ｍ
ｌ
Ｐ
弓
冒
時
冒
蔚
冒
望
○
国
尉
匪
①
困
目
①
〔
閉
目
冒
①
〕
・

ず
貝
昏
の
胃
尋
Ｏ
ａ
ｍ
胃
①
君
①
烏
（
「
此
意
同
而
辞
弱
」
目
＄
、
３
号
）

こ
れ
は
慧
観
、
慧
基
、
及
び
北
地
師
の
三
者
の
「
妙
」
解
釈
に
対
す

る
智
顎
自
身
の
批
評
で
あ
る
。
「
意
同
」
と
は
三
師
の
解
釈
が
同
一
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
訳
文
の
ご
と
く
、
「
彼
ら
の
解
釈
（
趣
旨
）

は
私
（
「
私
」
と
は
智
頒
を
指
す
の
か
？
ｌ
評
者
）
の
そ
れ
と
同
じ
で

あ
る
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

○
や
嵐
や
〉
一
・
函
ｊ
く
巨
酌
辱
彦
①
坤
旨
蔚
吋
も
Ｈ
昇
四
武
○
口
具
の
倒
汽
ぐ
ゆ
日
ロ
ロ
』
》
巴Ｌ

①
鄙
ぬ
げ
庁
討
‐
胃
①
四
吋
屋
開
①
ｍ
も
⑳
口
〔
』
ロ
○
胃
巨
。
①
、
○
口
』
割
〕
ず
彦
①
］
○
口
い
①
○
口
も
Ｈ
①
‐

．
『
８
口
の
弄
○
ぽ
尉
昌
黙
①
煙
の
⑩
幽
穴
耳
ｐ
Ｈ
ロ
ロ
ロ
』
〕
》
②
ロ
ロ
ロ
騎
口
の
桝
汁
胃
焦
①
勝

８
口
の
匙
の
Ｈ
ａ
８
ｇ
ｐ
○
］
○
侭
の
尉
忌
⑳
ロ
：
○
ぐ
①
の
○
国
（
「
八
十
年
寿
、

前
不
過
恒
沙
、
後
不
倍
上
数
」
目
困
》
忠
言
）

こ
れ
は
「
昔
」
教
に
説
か
れ
る
仏
の
八
十
年
の
寿
命
と
、
「
今
」
経

（
Ｉ
『
法
華
経
』
）
に
説
か
れ
る
仏
の
久
遠
の
寿
命
と
を
対
比
し
て
論
じ

た
も
の
で
あ
る
。
訳
文
で
は
「
恒
沙
」
や
「
倍
数
」
が
訳
出
さ
れ
て
お

ら
ず
、
「
前
は
恒
沙
を
過
ぎ
ず
」
、
「
後
は
上
の
数
を
倍
せ
ず
」
の
訳
も
不

正
確
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
文
章
の
少
し
後
に
出
て
く
る
同
様
の
文

（
「
前
過
恒
沙
、
後
倍
上
数
」
目
路
】
＄
皆
）
を
著
者
は
、
『
法
華
経
』

の
経
文
や
〈
－
ヴ
ィ
ッ
博
士
に
よ
る
其
の
英
訳
《
《
留
風
耳
目
①
具
昏
①

Ｆ
ｏ
目
の
国
］
○
閉
○
日
具
げ
ぽ
①
甸
冒
①
ロ
豈
四
Ｈ
白
凹
（
Ｈ
け
①
Ｆ
９
ｐ
ｍ
の
口
耳
Ｐ
）
》
》

（
ご
認
も
．
麗
巴
を
踏
ま
え
て
、
弓
胃
国
口
呂
冒
〕
の
罠
①
〕
胃
①
昌
○
扁
与

①
溝
。
①
の
今
の
。
ｐ
画
胃
①
ロ
、
詐
匿
○
時
韓
の
ｐ
Ｈ
、
庁
写
①
ロ
ロ
旨
〕
ず
①
Ｈ
○
ご
井
口
①
の
色
ロ
ロ
、

旦
寺
ぽ
①
○
四
口
粥
の
屈
弓
①
Ｈ
》
ゅ
目
・
旨
の
ロ
①
岬
騨
旨
①
勝
訪
昌
８
夢
の

号
Ｑ
ぐ
①
Ｈ
巨
目
ｇ
Ｈ
ｓ
巴
ご
魚
．
韻
，
く
当
）
の
如
く
、
よ
り
適
切
に
訳

出
し
て
い
る
！

○
や
］
『
Ｐ
『
．
、
１
く
の
唖
甸
い
‐
罰
酵
口
》
、
旨
３
吋
も
Ｈ
黒
色
威
○
口
具
蚤
営
○
肘

日
巨
呂
目
○
時
①
且
く
ゅ
冒
○
＆
（
「
光
宅
釈
妙
、
寧
得
遠
乎
」
副
認
ゞ
＄
旨
）

訳
文
と
は
逆
に
、
原
文
の
文
意
は
、
光
宅
寺
法
雲
（
蜀
騨
‐
冨
口
）
の

「
妙
」
（
蚤
営
。
）
の
解
釈
が
と
く
に
優
れ
た
も
の
で
は
な
く
浅
近
で
あ

る
こ
と
を
言
お
箔
司
ノ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
や
〕
『
Ｐ
勇
．
Ｈ
つ
印
汁
け
①
Ｈ
①
稗
Ⅲ
刃
畠
］
ず
の
、
弓
①
も
侍
凹
司
四
目
ご
司
庁
ぽ
①

巨
騨
粋
（
「
「
余
者
望
風
」
目
路
》
＄
］
。
）

中
国
で
は
古
来
、
占
星
術
や
望
気
術
と
と
も
に
占
風
術
（
風
占
い
）

＊

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
風
は
単
な
る
自
然
現
象

で
は
な
く
、
天
と
地
の
間
に
充
満
し
流
動
す
る
気
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
占
風
術
は
た
と
え
ば
軍
事
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、

風
を
観
察
す
る
（
「
望
風
」
）
こ
と
に
よ
っ
て
戦
況
や
軍
兵
の
進
退
が
占

わ
れ
た
。
順
風
を
う
け
て
進
攻
す
る
軍
兵
は
勝
利
を
お
さ
め
、
一
方
、

逆
風
に
あ
る
者
た
ち
は
敗
軍
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
い
ま
上
の
文
章
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に
対
す
る
湛
然
の
注
釈
を
見
る
と
、
「
順
風
に
陣
を
破
す
る
に
陣
の
首

す
で
に
破
す
れ
ば
、
余
は
風
を
望
む
が
ご
と
し
」
（
「
法
華
玄
義
釈
讓
』

巻
三
目
＄
、
忠
言
）
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。
湛
然
の
こ
の
注
釈
を
参
照

す
れ
ば
、
「
余
は
風
を
望
ま
ん
」
と
い
う
句
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
慧
観
、
慧
基
、
北
地
師
及
び
法

雲
の
四
師
の
う
ち
、
「
妙
‐
｜
釈
に
お
い
て
最
も
深
い
理
解
を
示
し
て
い

る
法
雲
（
Ｉ
″
陣
首
″
）
を
ま
ず
論
破
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
陣
首
を
破
ら

れ
た
軍
の
将
兵
が
風
気
を
望
見
し
て
風
勢
を
知
り
、
お
の
ず
と
自
軍
の

敗
北
を
悟
っ
て
敗
走
し
去
る
よ
う
に
、
智
韻
の
論
難
の
勢
い
を
見
て
余

の
三
師
は
、
お
の
ず
と
自
ら
の
解
釈
の
非
な
る
こ
と
を
知
る
に
至
る
で

あ
ろ
う
、
と
。
「
余
の
者
た
ち
は
一
陣
の
風
に
よ
っ
て
吹
き
飛
ば
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
著
者
の
訳
文
は
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

＊
た
と
え
ば
、
坂
出
祥
伸
「
風
の
観
念
と
風
占
い
ｌ
中
国
古
代

の
擬
似
科
学
ｌ
」
（
新
田
大
作
細
『
中
国
思
想
研
究
論
集
」
所

収
、
雄
山
閣
出
版
、
昭
六
十
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

○
己
弓
ｏ
恵
．
ｇ
Ｉ
叩
こ
｝
」
に
挿
入
さ
る
・
へ
き
訳
文
（
原
文
は
「
那
忽

言
法
華
明
一
乗
是
了
、
不
明
仏
性
是
不
了
」
目
困
』
ｇ
旨
ｉ
ｓ
皆
）
が

欠
落
し
て
い
る
。

○
や
］
忌
蔦
＆
’
＊
こ
こ
に
挿
入
さ
る
べ
き
訳
文
（
原
文
は
「
浄
名
云
、

雌
成
仏
道
転
法
輪
而
行
菩
薩
道
、
又
云
諸
仏
秘
蔵
無
不
得
入
、
則
見
理

不
下
」
弓
路
》
＄
蟹
）
が
欠
落
し
て
い
る
。

○
ｐ
弓
、
）
『
．
ｇ
Ｉ
巴
函
目
胃
冒
①
の
①
弓
〔
冒
蔚
Ｈ
目
①
国
は
○
口
呉
昏
①

Ｆ
○
首
の
普
寓
Ｐ
す
『
甸
四
‐
葛
ロ
〕
瞬
日
旨
○
旨
＆
閉
日
且
①
（
「
今
難
其

髭
」
目
麓
》
＄
皆
）

「
今
は
そ
の
鹿
を
難
ず
」
と
は
、
訳
文
の
よ
う
に
「
法
雲
に
よ
る
そ

の
よ
う
な
法
華
経
解
釈
が
鹿
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
る
」
な
ど
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。
法
雲
は
昔
教
は
鹿
で
あ
り
、
今
教
は
妙
で
あ
る
と
解
釈

し
た
が
、
こ
の
う
ち
「
昔
教
は
鹿
で
あ
る
」
と
す
る
彼
の
見
解
を
と
り

あ
げ
て
論
難
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
「
今
は
そ
の
鹿
を
難
ず
」
と
い

う
文
の
意
味
で
あ
る
。

○
や
』
、
式
謂
．
い
』
ｊ
く
や
］
唖
璽
『
・
届
函
〔
シ
ｏ
ｏ
ｏ
Ｈ
ｇ
宮
、
浄
○
国
冒
四
冠
倒
ロ
④

庁
①
Ｐ
Ｃ
ロ
貸
昌
ぬ
い
詐
戸
①
Ｈ
①
勝
己
○
Ｈ
①
芹
凰
ウ
ロ
は
○
口
閉
○
門
砂
尉
倒
ぐ
煙
丙
四
四
口
Ｑ
も
Ｈ
四
‐

庁
目
①
丙
ゆ
ず
ロ
ロ
ロ
ロ
秒
の
〕
昏
吋
詐
旨
Ｈ
①
①
Ｈ
の
ｐ
ｍ
ｏ
ｐ
印
・
〕
呵
肖
黒
め
旨
。
①
野
い
く
④
丙
色
の

⑳
旨
Ｑ
勺
叶
蝕
庁
『
①
片
四
ケ
匡
旦
・
ロ
四
ｍ
⑳
Ｈ
①
司
浮
ば
○
Ｐ
庁
閉
巨
昇
ロ
①
Ｈ
ず
苛
苛
戸
命
宮
①
ぐ

ず
い
く
①
国
○
Ｈ
⑦
茸
昏
匡
武
○
口
．
日
ロ
①
Ｈ
①
ｐ
ｍ
ｏ
ｐ
厨
佇
ぽ
ゅ
汁
笥
彦
①
旨
庁
ロ
①
冒
口
‐

ｑ
①
Ｈ
の
庁
四
目
。
〕
ロ
叩
○
能
陸
声
⑦
〕
儲
①
四
』
騎
四
Ｈ
○
口
い
①
ｇ
芹
彦
尉
騎
誇
彦
①
〔
昌
弄
旨
目
騨
含
①
〕

Ｈ
①
め
匡
弄
四
口
Ｑ
汁
宮
の
Ｈ
①
蔚
巳
○
口
①
①
Ｑ
詐
○
Ｑ
厨
○
口
ゆ
め
四
口
割
冷
巨
引
斤
ロ
①
Ｈ
Ｈ
①
‐

汁
凰
ご
ロ
計
』
○
口
？
の
①
○
○
口
Ｑ
廃
ｐ
ｐ
ｑ
①
は
］
①
。
。
ず
ゅ
凶
口
胃
凹
四
吋
届
①
、
ゆ
め
命
ロ
①

Ｈ
①
詐
吊
芦
ヴ
ロ
命
』
○
口
．
冷
○
Ｈ
Ｈ
①
も
⑦
陣
計
』
‐
く
①
○
蝕
巨
の
①
の
》
庁
ロ
①
ｐ
Ｈ
①
も
①
威
武
ぐ
①
Ｈ
①
、
巨
岸

罰
ぐ
昌
匡
す
①
四
詐
詐
四
臂
］
①
口
．
、
」
ロ
○
①
計
固
①
胃
四
○
戸
○
能
洗
ロ
獄
汁
け
①
Ｈ
ヴ
時
計
丘
喘
Ｈ
Ｏ
ｐ
肖

唇
ゆ
く
旨
い
口
○
号
皀
①
目
①
目
爾
〔
蝕
呂
騨
局
：
５
昌
印
丘
○
具
色
昌
秒
歴
〕
澄

口
鼻
四
○
○
口
ｇ
は
○
口
葛
］
〕
閏
①
旨
○
口
①
肘
、
底
四
○
厘
①
Ｑ
ご
目
目
鼻
ロ
①
Ｈ

宮
Ｈ
ｇ
，
苫
の
Ｈ
①
勝
ロ
。
冒
蔚
時
Ｈ
の
蒔
号
口
陣
○
口
．
日
巨
ａ
…
（
「
二
乗
既
不

生
、
是
故
無
報
、
何
故
発
真
是
果
、
而
不
論
報
、
無
漏
法
起
、
酬
於
習

因
、
得
是
習
果
、
無
漏
損
生
、
非
牽
生
法
、
故
無
後
報
」
目
聡
．
＄
肯
）

こ
の
部
分
の
訳
は
全
体
に
わ
た
っ
て
混
乱
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
こ
で
二
乗
に
報
果
（
後
報
）
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
三
つ
の
理

由
が
述
、
へ
ら
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
「
何
故
発
真
是
果
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而
不
論
報
」
（
「
何
が
故
ぞ
真
を
発
す
る
は
是
れ
果
に
し
て
而
も
報
を
論

ぜ
ざ
る
」
）
の
文
は
、
二
乗
は
無
漏
の
法
を
発
し
て
習
果
（
四
果
）
を

得
る
の
に
、
何
故
に
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
彼
ら
に
は
報
果
（
後
生
）
が

な
い
と
さ
れ
る
の
か
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
二
乗
不
生
（
無

報
）
の
理
由
を
質
問
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
訳
文
（
・
自
胃

Ｈ
①
儲
○
口
騎
昏
鼻
…
ご
）
で
は
、
こ
の
文
が
二
乗
不
生
の
理
由
を
述

ゞ
へ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
、
そ
の
よ
う
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

負
、
①
８
口
Ｑ
篦
。
①
国
の
。
。
ロ
閏
日
四
…
庁
ぽ
日
の
耐
ロ
○
３
吋
答
目
５
口
〕
ゞ

（
無
漏
法
発
…
故
無
後
報
）
の
部
分
は
、
第
二
の
理
由
を
述
べ
た
も
の

で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
上
の
質
問
に
対
す
る
解
答
と
し
て
提
示
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

○
や
］
麗
息
．
己
１
局
覗
く
色
目
○
口
め
い
①
ロ
陸
①
貝
馬
目
明
、
④
閥
尉
侭
鼻
①
い
、

ｐ
ｐ
Ｑ
ｑ
目
５
房
《
《
厨
国
鳥
》
〕
国
土
、
２
８
儲
甘
口
国
威
ぐ
の
四
目
Ｑ
尉
旦

《
・
扇
目
吻
〕
》
陣
○
目
胃
巨
さ
昏
鼻
具
昏
の
切
匡
＆
旨
（
「
種
種
衆
生
、

種
種
五
陰
、
種
種
国
土
、
所
謂
地
獄
仮
実
国
土
乃
至
仏
界
仮
実
国
土
」

目
的
輿
②
冨
四
）

右
の
傍
線
部
分
を
著
者
は
「
仮
〔
の
国
土
〕
と
実
の
国
土
」
と
読
み
、

そ
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
一
方
、
湛
然
は
こ
の
句
に
対
し
て
「
仮
は

即
ち
衆
生
、
実
は
即
ち
五
陰
、
お
よ
び
国
土
、
即
ち
三
世
間
な
り
」

（
「
法
華
玄
義
釈
鍛
』
巻
第
四
目
弱
ゞ
震
雷
１
９
と
注
釈
し
て
い
る
。
っ

ま
り
「
仮
実
国
土
」
と
は
五
陰
世
間
（
Ｉ
「
実
」
）
、
衆
生
世
間
（
Ｉ
「
仮
」
）

及
び
国
土
世
間
の
三
種
世
間
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
摩

訶
止
観
』
巻
五
上
の
「
観
陰
入
界
境
」
に
お
い
て
智
顎
は
三
種
世
間
を

解
説
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
衆
生
世
間
と
五
陰
世
間
と
の
関
係
に
つ
い

Ｃ

Ｏ

て
、
「
衆
生
世
間
は
既
に
こ
れ
仮
名
に
し
て
体
な
し
。
分
別
し
て
実
法

（
’
五
陰
法
）
を
攪
っ
て
仮
に
施
設
す
る
の
み
」
（
Ｈ
急
》
認
。
）
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
こ
こ
に
云
う
「
仮
実
国
土
」

と
い
う
表
現
は
「
仮
の
国
土
と
実
の
国
土
」
の
意
で
は
な
く
、
単
に
衆

生
世
間
・
五
陰
世
間
・
国
土
世
間
の
三
種
世
間
を
言
い
替
え
た
も
の
で

あ
る
と
評
者
は
考
え
て
い
る
。

以
上
、
本
書
を
概
説
し
、
ま
た
翻
訳
上
の
問
題
点
を
い
く
つ
か
取
あ
げ

卑
見
を
述
べ
た
。
天
台
教
学
に
お
い
て
最
も
重
要
な
概
念
の
一
つ
で
あ
る

三
諦
説
の
成
立
を
広
い
視
野
の
も
と
に
論
じ
て
い
く
本
書
が
出
版
さ
れ
た

こ
と
は
、
と
く
に
欧
米
に
お
け
る
中
国
仏
教
あ
る
い
は
天
台
仏
教
の
研
究

者
を
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
誠
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
難
解
な
『
法

華
玄
義
』
の
原
文
に
と
り
く
み
、
そ
れ
を
き
わ
め
て
適
切
に
訳
出
し
て
い

っ
た
著
者
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
博
士
の
今
後
の
研
究

の
成
果
を
期
待
し
た
い
。

（
、
①
鳥
里
①
胃
缶
の
置
口
国
巨
日
沙
ｐ
旨
の
の
吋
民
①
の
、
』
ら
鼈
・
扇
×
隠
酎
○
日

〆
陸
十
い
や
の
も
四
ｍ
①
い
）
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